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要旨 
 
本大学では、在宅看護論実習として訪問看護ステーションで２週間の実習を行っている。4年次前期における短
期間の履修であるため、十数カ所の訪問看護ステーションで実習を行っている。そのため、実習施設による学生の
実習経験に差が生じ、その差による実習目標到達度への影響が懸念された。 
本研究では、在宅看護論実習における学生の経験の実態を把握する。また、先で述べた点に着目し、実習での経
験の量的な差と在宅看護論目標到達度との関係について明らかにする。この２点を目的とした。対象は本大学 4
年次生 65名の実習記録及び実習目標評価表とし、在宅看護論実習での経験と実習目標到達度の分析を行った。そ
の結果、学生は今日の訪問看護の典型的な事例の同行訪問ができていることがわかった。また、実習施設間の同行
訪問延べ件数には有意な差を認めた。しかし、在宅看護論実習目標到達度と学生の量的な経験差の間の関係は認め
なかった。今後は、学生の経験の量的な差だけではなく質的な分析も加え、在宅看護論の効果的な実習方法につい
て検討していく必要がある。 
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Ⅰ はじめに 
 急速に超高齢社会に突入したわが国において、在宅ケアの社会的ニーズは高く、その担い手と
して看護職への期待は大きい。在宅看護の対象は、年齢、健康レベル、疾病を問わず自宅等で生
活する人々であり、基礎看護学を基盤とした各専門領域の看護学の知識や技術が必要となってく
る。それに加え、社会保障制度の知識や理解、他職種との連携や協働の必要性の理解が強く求め
られる。看護師育成の基礎教育課程では、これに対応するために、カリキュラム改正が 2009年に
行われ「在宅看護論」は専門分野から統合分野として位置づけられた 1)。このような流れの中で、
在宅看護領域への新卒者の起用はわずかではあるが行われ始めている。これらの現状を踏まえ、
基礎看護学教育における在宅看護論の教育内容及び教育方法について再検討することが重要であ
ると考える。 
 本大学保健医療学部看護学科（以下本大学と略す）では、在宅看護論実習は統合分野の実習と
して在宅看護論以外のすべての看護学領域実習が終了した後の 4 年前期の履修科目としている。
近年の訪問看護ステーションのニーズの拡大を反映させ、2 単位（90 時間・2 週間）の実習を訪
問看護ステーションで行っている。訪問看護ステーションは小規模の施設が多いため、学生の受
け入れ人数は 1 クール 1 訪問看護ステーション１～3 人までの少人数とならざるを得ない。その
ため約 4ヵ月の在宅看護論実習期間中に、80人近い学生の実習を実施するためには、多くの訪問
看護ステーションの協力を必要とする。 
本大学初回となる在宅看護論実習を 13箇所の設置主体・規模・地域性の異なる訪問看護ステー
ションで行った。各訪問看護ステーションの状況が異なるため、実習形態について、次の事項に
ついて各訪問看護ステーションに申し入れを行った。学生の訪問は指導者との同行訪問のみとす
る。実習中 2 回以上訪問可能な利用者を受け持ち利用者として 1 事例選定する。また同行訪問は
受け持ち利用者に限定せず、可能な範囲で多様な利用者への同行訪問を行う。訪問件数、看護技
術経験項目等の指定は行わず、また訪問宅での医療的援助は見学とし、日常生活援助は訪問看護
師の指導監督・判断の基で可能な範囲で学生が実施する。これらの申し入れはあくまで原則的な
考え方とし、各訪問看護ステーションの実状に合わせた方針に任せた。このことから各学生の実
習経験（訪問事例、件数、看護技術等）に、ばらつきが生じることが予測され、学生の実習目標
到達度に影響することが危惧された。多施設を実習場所とするメリットとしては、学生全体とし
て多様な経験が可能である。また、デメリットとしては、学生個々の学習内容の等質化が困難で
あると考える。 
そこで、本研究では、このような現状下において学生個々に対し、必要十分な学習経験が得ら
れるような実習での学習方法の方向性を見出すことを目的とし、現状における在宅看護論実習に
おける学生の経験の実態を把握するとともに、量的な経験差に着目し、実習での経験差と在宅看
護論実習の目標到達度との関係について明らかにすることとした。 
 
Ⅱ 研究目的 
在宅看護論実習における学生の経験の実態を把握するとともに、実習での経験の量的な差と在
宅看護論各目標到達度との関係について明らかにする。 
 
Ⅲ 研究方法 
１．研究期間・対象 
研究期間は平成 26年 4月～平成 27年 3月で、対象は本大学 4年生で研究同意の得られた 65名
の在宅看護論実習記録および在宅看護論実習目標の評価表とする。 
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２．実習の概要 
１）実習の目的・目標 
[目的] 
 在宅で療養している人およびその家族の健康状態と生活状況を総合的に把握・理解し、在宅ケ
アシステムを踏まえた上で、在宅で提供されている看護を理解し、展開できる基礎能力を養う。 
[目標] 
①疾病や障害を持ちながら在宅で生活する人とその家族の健康状態、及び生活状況を統合的に捉
えることができる。 
②訪問看護師の活動を通して、看護の実際が理解できる。 
③訪問看護に必要な態度が実践できる。 
④他職種との連携の実際や連携のための制度やシステムが理解できる。 
⑤訪問看護の今後の課題について考えることができる。 
 
２）実習スケジュール 
実習日程及び内容の概要を表 1に示した。 
 
表１ 在宅看護論実習スケジュール 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．分析方法 
 学生の実習記録を基に、実習における学生の経験実態の記述統計を算出する。また、同行訪問
延べ件数及び看護技術経験項目数を実習での量的経験と捉え、実習施設である訪問看護ステーシ
ョン間の経験の量的相違を検討するために kruskal-wallis検定を行う。実習での量的経験と実習
目標の到達度として、実習評価表に基づく各実習目標評価点との間の pearson の積率相関係数を
算出し、その関係性を検討する。いずれも統計ソフト（SPSS、Version19）を使用し、有意水準は
5%とする。 
 
４．倫理的配慮 
 研究対象者には、口頭と文書にて研究の目的と方法、研究協力は自由意思に基づくものである
ことを説明した。また、本研究で得られた結果は統計的に処理し、個人が特定されないこと、本
研究への協力の有無が在宅看護論実習成績や教員の指導体制に全く影響しない旨を説明した上で、
文書での同意を得た。また、本研究は筆者所属大学の倫理委員会にて承認を得て実施した。 
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Ⅳ 結果 
１．訪問看護ステーションでの学生の経験実態 
１）同行訪問 
（１）同行訪問の利用者疾患 
 同行訪問延べ件数で利用者の主な疾患で最も多いものは、脳梗塞後遺症で、次いで糖尿病、心
不全等の心疾患を有する者、認知症、難病（パーキンソン病・症候群、筋萎縮性側策硬化症）で
あった。 
 
（２）同行訪問延べ件数 
 実習期間中の各学生の同行訪問延べ件数を図１に示した。平均同行訪問延べ件数は、17.7 
件（SD±6.1件）で、最大同行訪問延べ件数は 36件、最小同行訪問延べ件数は 8件であった。 
 各ステーションの平均同行訪問延べ件数は Eステーションが最も多く、31.1件、最も少ないス
テーションは 11.5 件であった（表 2）。訪問看護ステーション間の平均同行訪問延べ件数の比較
では有意な差を認めた。（p値 0.001）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ 実習期間中の同行訪問述べ件数 n=65 
 
表２ 訪問看護ステーション別同行訪問平均延べ件数及び看護技術平均経験項目数 n=65 
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２）看護技術経験について 
（１）看護技術経験項目 
実習での経験項目で最も頻度が多かったものは、見学では症状観察、おむつ交換、陰部洗浄、
創処置、吸引、摘便や浣腸などの排泄の援助で、実施ではバイタルサインチェクを含む症状観察、
体位変換、寝衣交換、おむつ交換であった。 
 
（２）看護技術経験項目数 
実習中の見学項目と実施項目を合計した看護技術平均経験項目数は、28.3項目（SD±12.8項目、
範囲：71項目～12項目）であった。各訪問看護ステーションでの看護技術経験項目数を表 2に示
した。訪問看護ステーション間での看護技術平均経験項目数の比較では、有意な差は認められな
かった（p値 0.133）。 
しかし、同行訪問延べ件数と看護技術経験項目数との間には pearson の積率相関係数 0.41（p
値 0.001）で、弱い正の相関を認めた(図 2)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２ 同行訪問述べ件数と経験項目の関係性 n=65 
 
３）学生の受け持ち利用者の概要 
（１）受け持ち利用者の年齢・性別の状況 
 実習記録の受け持ち利用者年齢の記載は、個人を特定されないよう実年齢ではなく、「～歳代」
とした。 
 受け持ち利用者の年齢は、80歳代 33.8％と最も多く、次いで 70歳代 27.7％で、70歳以上の者
が 69.2％を占めていた。60歳代 21.5％で、50歳代から 20歳代 6.2％、10歳代 3.1％で、60歳未
満の受け持ち利用者は 9.3％とわずかであった。性別は、男性が 61.5%、女性が 38.5%であった。 
 
（２）受け持ち利用者の主な疾患・障害の状況 
 受け持ち利用者は、1 人の利用者が複数の疾患や障害を有している者が多く、その主な疾患・
障害名は、脳血管障害が最も多くかった。次いで脊髄小脳変性症やパーキンソン病（症候群を含
む）、筋萎縮性側索硬化症などの神経系疾患の受け持ち利用者が多くなっていた。（図 3） 
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図３ 学生受け待ち利用者の主な疾患・障害 n=65 
 
（３）受け持ち利用者の利用保険制度 
 受け持ち利用者の訪問看護の利用保険は、介護保険の者が 60%、医療保険の者が 38.5%生活保護
者 1.5％であった。医療保険での利用者は特定疾患の者が多かった。 
 受け持ち利用者の要介護度は、要介護 5の者が約半数を占めていた。（図 4） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図４ 学生受け待ち利用者の介護度 n=65 
 
（４）受け持ち利用者宅への同行訪問回数 
 受け持ち利用者宅への同行訪問回数は、2 回訪問の学生が最も多く 33.8％、3 回 30.8％、4 回
21.5％で、5 回以上の学生は 12.3％であった。平均回数は、3.2 回（SD±1.46 回、範囲；1～10
回）で、約 6割の学生は受け持ち利用者宅への 2～3回の同行訪問ができていた。１回のみの同行
訪問の学生は、利用者の症状悪化に伴う入院のため訪問看護中止となった事例であった。 
 
２．同行訪問延べ件数および看護技術経験項目数と実習目標到達度との関係 
 同行訪問延べ件数および看護技術経験項目数と 5 項目の実習目標到達度としての実習評価点と
の間の pearson の積率係数を算出した結果を表 3 に示した。いずれにおいても相関関係は認めら
れなかった。   
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Ⅴ 考察 
１）本大学在宅看護論実習における学生の実習経験の実態 
（１）同行訪問ケースの経験について 
 全国的な傾向として訪問看護の利用者の多くは、高齢者であり介護保険法によるもので 70％以
上を占めている 2)。また、訪問看護の利用者の主な傷病別では、最も多いのは、循環器系疾患で、
中でも脳梗塞後遺症が多い、次いで難病等の神経系疾患となっている。糖尿病等の内分泌、栄養
及び代謝疾患は 5 番目に多くなっている 3)。脳梗塞を発症した高齢者の多くが糖尿病等の合併症
を有していることを考慮すると、学生同行訪問の利用者疾患は延べ件数ではあるが、これらの疾
患が多くなっており、学生は、わが国の在宅療養者の現状を垣間見ることが出来たと考える。 
きらきら訪問ナースの研究会が行った「看護基礎教育機関アンケート調査」4)によると、調査大
学 72件における訪問看護ステーションでの実習日数の平均は 6.9日と報告している。本大学は 7
日間とほぼ平均的な日数であった。しかし、訪問看護ステーションでの実習日数が本大学と類似
している 2大学の研究報告 5)6)では、学生一人当たりの平均同行訪問延べ件数は 11.5件、8.6件と
なっている。本大学の平均同行訪問延べ件数は 17.6件となっており、これらの大学と比較して訪
問件数は多い。本大学の各ステーションの平均同行訪問延べ件数は、ステーションの方針に任せ
ていたためステーション間で有意差がみられた。しかし、最も少ないステーションにおいても平
均同行訪問延べ件数 11.5件と少なくない。これは今回の在宅看護論実習に於いて、実習施設に対
し訪問件数に制限を加えなかったこと、また指導者が実習導入前に発言していた「学生さんに多
様な利用者の状況から多くのことを学んで欲しい」という思いが反映されているものと考える。
本研究結果では、同行訪問延べ件数と看護技術経験項目数との間には弱い相関が認められている
ことからとから、訪問件数が多い本大学では、訪問看護ステーションの実習において、より多く
の訪問看護の事例や看護内容について学ぶ機会を得ることができていると考えられる。 
 
（２）受け持ち利用者の経験について 
 学生受け持ち利用者は、70歳以上の利用者が約 70％を占めていた。対して、60歳未満は 9.3％
で、うち 10歳代はわずか 3.1％であった。近年小児への訪問が全国的に増加傾向にあるが 7)、小
児の経験を持つスタッフがいないことや担当できるスタッフがいないなどを理由として、小児の
訪問看護を受け入れているステーションが少ない現状がある 8)。本大学周辺地域においても平成
27年度の訪問看護ステーション協会に登録した訪問看護ステーションのうち、小児を受け入れ可
能な訪問看護ステーションは約 30％に留まっているという報告がなされている 9)。小児利用者の
学生訪問の受け入れ状況問題も考えられるが、学生の実習にもこのような訪問看護の実情が反映
されていることが推測できる。 
学生受け持ち利用者の主な疾患については、脳血管障害後遺症の者が最も多くなっていた。次
いで脊髄小脳変性症やパーキンソン病などの神経系疾患を有する者の割合が多くなっていた。先
ほども述べたが、全国的には脳血管障害後遺症をはじめとした循環器疾患の者が最も多い。2013
年度の本学地域の看護協会の報告によると、同様に脳血管疾患 21.3％と最も多く、次いでは整形
外科疾患 14.2％、認知症 12.3％、神経難病 10.7％となっている 10)。学生の受け持ち利用者の主
な疾患の神経難病（脊髄小脳変性症、パーキンソン病等）を神経系疾患としてひとくくりにする
と、32%の学生が神経系疾患利用者を受け持ちとしており、学生受け持ち利用者の主な疾患として
最も多くなっていた。要介護度も要介護 5 の利用者を受け持ちとした学生が半数以上あった。こ
れらの医療依存度や介護度の高い利用者を受け持ち利用者とした訪問経験ができたことは、入院
するのと同様に高度な医療処置を受けながらも在宅生活が可能なこと、在宅ならではの工夫の必
要性、多職種との連携の必要性や社会保障制度等について、さらには、家族の苦悩についても理
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解を深めることができる機会となったと考えられる。 
  
２ 実習経験の量的な差と実習目標到達度との関係 
同行訪問延べ件数は実習ステーション間で有意な差を認め、さらに同行訪問延べ件数と経験項
目数には弱い相関を認めた。このことから、学生の実習での学びとなる経験的現象に量的な差が
あることが分かる。しかし、学生の実習の量的経験である同行訪問延べ件数及び、実習中の看護
技術経験項目数と各実習目標５つの到達度とのいずれにおいても相関関係は認められなかった。
それぞれの実習目標到達度に影響するものとして、在宅看護論の座学における理解度や他の看護
学の講義・実習成績等が考えられる。また、安酸 11)が、「学習の本質は学習者が自分自身にとって
の意味を形成する経験である」。と述べているように、実習での量的な経験的現象が、実習目標到
達に直接的に影響するというよりは、むしろ１つ１つの訪問事例について経験的現象をいかに意
味づけことができるかが重要となり、それが理解に繋がり本質的な学習となる。安酸 11)は、「教師
は学生が表現した経験を教材化して、学生自身が自分の経験したことを意味づけることを援助す
る」とも述べている。つまり、学生が同行訪問を通して見聞きしたこと、感じたことを教員が引
き出し、その現象の意味を考えさせたり、他の学生が経験した現象の意味を考えさせたりすると
いうような、直接・間接的経験した現象の理解を深めることの方が、実習目標到達に大きな影響
を及ぼすと考える。今回、直接的な検証はできていないが、学内で行った学びの共有化をねらい
としたグループワークや全体討議は、他学生の経験的現象を聴くことで間接的経験となる。また、
自身の経験を他者に伝えることにより、自身の経験的学びをより深く考える機会となったと考え
る。このように、実習中の直接的・間接的経験の自己と他学生との相違性などを討議することで、
経験的現象を意味づけることとなり、学生の学びを強化できたと考える。 
これらのことから、多くの訪問看護ステーションを利用し学生の実習経験に内容や量的ばらつ
きがあったとしても、実習全体の指導方法を工夫することで、それぞれの学生に実習目標を到達
させるために必要な学習経験をさせることができると考える。 
今回の検討結果を踏まえ、今後実習での量的な差だけではなく質的な学びの検討も行うととも
に、学内実習の学習方法の直接的な効果の検証を行っていきたい。 
 
Ⅵ 結論 
１. 実習期間中の同行訪問件数は比較的多く、それに伴い多様な経験ができていた。  
２．訪問看護対象者の典型的な事例への同行訪問ができていた。 
３．実習訪問看護ステーション間で学生の同行訪問延べ件数に有意な差があった。 
４．実習訪問看護ステーション間の学生の看護技術経験項目数には差が認められなかったが、同
行訪問延べ件数と看護技術経験項目数との間に弱い相関関係がみられた。 
５．同行訪問延べ件数と看護技術経験項目数の経験の量的差が在宅看護論実習目標到達度に関係
しているとはいえなかった。 
 
おわりに 
 本研究において、多くの条件の異なる実習施設である訪問看護ステーションを利用する実習体
制では、学生の量的な経験に差はあるが、実習における指導方法の工夫によりそれらの差を統制
できることが示唆された。 
今後量的な差だけでなく、学生の学びの質的な差についても検討を加え、これからの在宅看護
を担って行ける基礎的な素地を形成するための実習のあり方についてさらに検討していきたい。
最後に実習指導に協力いただいた訪問看護ステーションの皆様、利用者御家族様に心より感謝申
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し上げます。 
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Abstract 
 
We provide a two-week home-nursing practicum at more than 10 home-visit nursing stations 
to accommodate many nursing students. This training is conducted in the first semester of 
the 4th year. Our concern was that the multiple training sites of different training 
environment would produce different levels of the students' achievement. 
This study observes the students' experience in home-visit nursing training and 
clarifies the relation between the experiences obtained at the different training stations 
and the levels of achievement. We analyzed the training journals and the evaluations of 
training achievement. Sixty five 4th-year students participated in this study. Our study 
found that through mentor-accompanied-home-visit the students are experiencing what 
typical working visiting nurses experience and that there was difference in number of 
visitations with statistical significance among each nursing stations. However, we did not 
find the relation between the number of visitation and the level of achievement of the 
home-visit nursing course objectives. Future study should include both quantitative and 
qualitative analysis and explore effective training methods for home-nursing practicum. 
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